
1
年 組 氏名



日
本
で
生
ま
れ
た
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル

2

水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う



3

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
と
国
産
品
の
証

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う



4

世
界
に
認
め
ら
れ
た
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル

世
界
各
国
に
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
は
（

）
以
上
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る(

国
際

標
準)

の
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
は
（

）
つ
あ
り
ま
す
。
Ｍ
Ｅ
Ｌ
は

(
）
で
初
め
て
、
世
界
で
は
（

）
番
目
に
認
め

ら
れ
ま
し
た
。



5

日
本
の
水
産
資
源
と
水
産
業
に
つ
い
て
分
か
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と

日
本
の
水
産
資
源
と
水
産
業



6

日
本
に
広
が
る
Ｍ
Ｅ
Ｌ
認
証
水
産
物

自
分
や
家
族
、
親
戚
、
友
人
の
住
む
地
域
の
認
証
水
産
物
を
見
つ
け
よ
う



日本の海では水産資源も獲れる魚の数も緩やかに減少しています

日本の天然魚の漁獲量は1970年代の後半にピークを迎えました。

しかしその後、気候や海洋環境の変動により漁業ができる場所が変わったり魚の

住む場所が変わったりと様々な理由で減っています。

魚食文化を支える

多様性豊かな海に恵まれた我が国では、古来より人と海が共存することで、

地域に根ざした魚食文化が育まれてきました。

季節や地域、魚種に合った漁法を営む漁業者、それぞれの魚を美味しく

食べるための処理をする加工業者、安心・安全な魚を食卓に届ける

流通・販売業者、そして海の恵みに感謝して魚を食する消費者など、

生産から消費まで広く魚食文化が根付いています。

実際にみんなでできること

これからも

美味しいお魚を

安心して

食べていくために

環境 資源
に優しい
お魚を選んでみよう！人

※「現在世代と将来世代の最適な資源利用」というのが国連の F A Oでも示されている理念です 7



8

日
本
の
海
と
魚
と
魚
食
文
化
を
守
る
た
め
に
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら

し
て
み
た
い
こ
と

日
本
の
海
と
魚
と
魚
食
文
化
を
守
ろ
う



9

水
産
業
に
関
わ
る
事
業
者
は
、
ど
う
し
て
コ
ス
ト
を
か
け
て
Ｍ
Ｅ
Ｌ
認
証

を
取
る
と
思
い
ま
す
か
？

Ｍ
Ｅ
Ｌ
認
証
を
取
る
理
由



10

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
の
た
め
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い

こ
と



●
は
認
証
を
取
得
し
て
い
る
事
業
者

●
は
消
費
者
団
体
や
大
学
の
先
生
を
は
じ
め
様
々
な
立
場
の
代
表
者

●
の
機
関
か
ら
も
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す

アドバイザリー
ボード

理事
監事

大学
研究機関 会員

漁業者

行政

養殖
事業者

政治 加工
事業者

流通
事業者

物流
事業者

フード
サービス
事業者

規格委員

認証・認定
関連機関

NＧＯ・
ＮＰＯ

消費者メディア

11

Ｍ
Ｅ
Ｌ
の
仕
組
み
作
り

Ｍ
Ｅ
Ｌ
の
認
証
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た
め
に
た
く
さ
ん
の
方
の
意
見

や
力
を
借
り
て
い
ま
す
。



CO-OP 株式会社山神 明神水産株式会社

横濱屋本舗食堂三重県漁連 株式会社イトーヨーカ堂 地御前漁業協同組合 北海道ぎょれん 12



MEL以外の水産エコラベル/いろいろなエコラベル

13

ＭＥＬ以外の水産エコラベル
MEL以外にも水産エコラベルがあるよ。ロゴマークの絵をかいたり写真を貼ったりしてみよう!

いろいろなエコラベル
今までに見たことのあるエコラベルの絵をかいたり写真を貼ったりしてみよう!



まとめ
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